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度に数多くのヒラタキクイムシが得られなかったことが大きな原因である。

また、以前は現在使用禁止となっているBHCや DDT等 の有機塩素剤で被害が抑制できたため差

し迫っての防除試験が必要でなかったことも
一因となっている。

このようなことから、現在使用されている薬剤によるヒラタキクイムシの防除技術の権立を図るた

め、まず第 1に ヒラタキクイムシの飼育方法の検討を試みたところ、幼虫の生育に必要な因子を整え

れば大量飼育が可能で、しかも
一定の温 ・湿度を与えてやれば発生期間が短縮できることが確認でき

た。

そこで、飼育で得られたヒラタキクイムシを用いて薬剤による被害予防、被害駆除等の
一連の防除

試験を行なった。

本報告は、昭和49年 から51年 にかけて 「ヒラタキクイムシ防除試験」として、三村宜次、粟野

益卓とで実施し、さらに 52年 から53年 にかけ 「薬剤による乾材害虫防除試験」として莫柄稔と共

同で担当した試験の結果をとりまとめたものである。

また、この試験を実施するにあたり農林水産省林業試験場保護部昆虫第 2研究室長野淵輝博士、同

遠田暢男技官には種々ご指導を賜ったので厚くお礼申しあげる。

なお、この報告の一部は第 88回 日本林学会大会 (1977年 4月 )及び第 26回 日本林学会中部

支部大会 (1977年 10月 )に おいて発表した。

ヒラタキクイムシ飼育技術開発試験

ユ 試 験 方 法

1 . I 飼 育 設 計

ヒラタキクイムシの生育に大きな影響を及ぼす心、辺材別のデンプン含有量及び含水率それに温、

湿度や天敵との関係等について試験項目に示すような飼育を、自然環境下や温、湿度を調整した恒温

器内で行ない、幼虫生育状況、成虫発生数あるいは生育期間等を調べ、飼育方法を検討した。

ユ. 2 試 験 材 料

供試材はラワン、コナラ、クリ材の3種類を用いたが、コナラ材は吉城郡河合村産と郡上郡明方村

産の 2種 で、クリ材は美濃市と明方村産のものである。これを所定の大きさに製材して使用した。

払 鋪 榊 まは 離 脇 ×高さ転 ガラ恐 は

彰1 2初 × 高 さ 1 8御 、ガ ラ ス 製 、⑥ 、 2 3御 × 4 0卸 × 3悦 払 プ ラ
ス テ ッ 4

製、⑥、35肋×27卸X12卸 、ポリ樹脂製、⑥、直径 15卸×高さ18切

ガラス製標本瓶の 5種類を用いたが、これらの蓋はω、0、 ⑥が障

子紙で⑥がポリ樹脂、①がガラスである。そして、これらの底には

虫の足がかりのため障子紙を敷き、セロテ
ープで固定した。(写真1)

なお、最初に供試したヒラタキクイムシは美濃市と大垣市に自然

発生していたもので、これ以降は飼育で増殖させて使用した。 写真 1 昆 虫飼育槽
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1.5 試 験及び測定方法

試験は昭和49～ 53年 度の5か年間で、この間累代飼育を行ないながら試験項目に示すような飼

育

&圭 務香二ち多ラ暑署学属暑鮪堅禄隆看脅子京暫子れ笞
_ル 液を供試材の木田部に塗布して呈色反

応を調べ、濃紫色 (多 く含まれている。記号‖ )と黄据色 (わずかに含まれている。記号十 )、それ

に無反応 (全 く含まれていない。記号一)の 3段階にわけた。

なお、ルゴール液は水 5∝にヨ
ードカリ1夕 とヨード0.5夕を加え、さらにこれを水 100砥 で希

釈したものである。

供試材の乾燥は熱風循環式恒温乾燥器を使用し、25Cの 温度で各試験項目に定めたそれぞれの含

水率になるまで乾燥した。

2 試 験 項 目

2.ユ  デ ンプン含有量及び含水率の異なる供試材による飼育

2.ユ . ユ 試 験区の設定及び調査方法

ヒラタキクイムシの生育に関係の深い因子の組合せによって表
-1に 示すような試験区を設け、各

試験区ごとに5初×30御 X2初 の供試材を30本 ずつあて飼育槽⑥ (23御 ×40御 ×30初 、プ

ラスチック製 )内に無作意に並べた。さらにこの中へ供試材に産卵させるためのヒラタキクイムシの

オス、メス各 20匹 を放虫してそのまま放置し、その節 る第2世代成虫及び雌雄割合を調べた。

表- 1  試 験 区 の 種 類

心、辺材別 デンプン含有量 含 水 率 % 試験区略号 備 考

辺 材  部

多 (#)

(辺 多 25)

供 試  材

ラ ワ ン

供試材の大きさ

5a″)く30御ン(2卸

供 試 本 数

各試験区 10本

10 ～  15 (辺多 10)

8 以 下 (辺多 8)

少 (十)

20 - 25 (辺 少 20)

(辺 少 10)

8 以 下 (辺少 8)

無 (一 )

20 ハV 25 (辺無 20)

15 (辺 無 10)

8 以 下 (辺 無  8)

心 材  部 無 (一 )

20)

(心 無 10)

(心無 8)

注 心 材部は呈色反応が認められなかったので無のみの試験区とした。

また、この第 2世代のヒラタキクイムシは、飼育槽内にそのまま残して、再び同じ供試材に産卵さ

せた。以後、このような方法で累代飼育を繰り返し、第3・第4世代の成虫発生状況をも調査した。

なお、成虫発生数は供試材にあらわれた脱出子しを毎月 1回調査し、雌雄割合は発生期間終了後に死

亡虫を調べ識別した。

2.1.2 試 験調査スケジユール

試験期間  昭 和 49年 ～ 52年

供試材作成 昭 和49年 4月 11～ 12日  供 試材乾燥 4月 16日
～ 25日  ヒ ラタキクイムシ

放虫 5月 20日

ヒラタキクイムシ成虫発生数調査 昭 和 50～ 52年 の4月～ 8月

2.2 樹 種の異なる供試材による飼育

2.2. 1 試 験区の設定及び調査方法

- 2 1 -



呈色反応が‖のラワン、ヨナラ、クリ材の辺材部を5卸×20御×1節の大きさに製材して供試材と
し、これを含水率 10～ 15%に 乾燥した。乾燥後、直径 18節×25物 の飼育稽ω 3槽にそれぞれ3種
類の供試材を無作為に入れ、これと同時に羽化 2～ 3日後のヒラタキクィムンのオス、メス各 2o匹
を放虫し、そのまま放置した。そして、この供試材から発生するヒラタキクィムラの成虫数を調べた。
なお、この飼育に供試したナラ及びクリ材は樹齢約 20～ 30年 である。
2.2.2 試 験調査スケジュール

試験期間 昭 和 50年 ～ 51年

供試材作成 昭 和 50年 3月 18日  供 試材乾燥 3月 25日 ～ 27日  ヒ ラタキクィムシ放虫
5月 20日  ヒ ラタキクィムシ成虫発生数調査 昭 和 51年 4月～ 8月
2.5 樹 齢の異なる供試材による飼膚
2.5.ユ  試 験区の設定及び調査方法

呈色反応が‖にあらわれた樹齢 20～ 30年 と70～ 80年のコナラ及びクリ材を5御×20卸×1御の
大きさに製材して供試材とし、これを含水率 10～ 15%に 乾燥した。乾燥後、35物 ×27効×12物の飼
育槽⑥ (容器部はプラステックで蓋がポリ樹脂製 )8槽 にそれぞれ各供試材を5本ずつ無作為に入な
またこれと一緒にヒラタキクィムシのオス、メス各 20匹 を放虫して、そのまま放置した。そして、
これらの供試材から発生するヒラタキクィムシの成虫数を調べた。
2.5,2 試 験調査スケジュール

試験期間 昭 和 51年 ～ 52年

供試材作成 昭 和 51年 3月 24日  供 試材乾燥 3月 25日 ～3月 29日  ヒ ラタキクィムシ放
虫 6月 4日  ヒ ラタキクィムシ発生調査 昭 和 52年 4月～ 8月
2.4 供 試材と被害材を一緒に入れた飼膚
2.4.l 試 験区の設定及び調査方法

3槽の飼育槽⑥ (23御 ×40卸×30御 プラステック製 )にそれぞれ供試材 (5効 × 3助 Xl効 、
コナラ材、含水率 10～ 15%、 呈色反応‖ )30本 とヒラタキクィムシの幼虫が生息している被害材
(5切 ×30初 ×2御 )5本 を一緒に入れ、この被害材から発生する成虫に産卵させた後、校害材も飼
育槽内に残してそのまま放置し、その後発生する第 2世代成虫の発生状況を調査した。
2.4.2 試 験調査スケジュール

試験期間 昭 和 50年 ～ 51年

飼育槽に供試材及び被害材を入れる 昭 和 50年 3月 18日

第 1世代成虫発生数調査 9月 4日

第 2世代成虫発生数調査 昭 和 51年 7月 15日 ～ 17日

2.5 温 度 ・湿度の異なる条件下における飼育
2.5.I 試 験区の設定及び調査方法
ヒラタキクィムシの生育に関係が深い温度、湿度を組合わせて表-2の ような試験区を設定し、こ
の条件において昭和49年 から52年 にわたって、次の方法で飼育を行なった。
まず、含水率が 10～ 15%で デンプン呈色反応が十の材を供試材とする。これを各飼育槽に入れヒ
ラタキクィムシのオス、メス各 20匹 を放ち、所定の温、湿度に調整した恒温恒湿槽に入れて飼育し、
その後発生するヒラタキクイムシを調べた。また、自然条件下での飼育もあわせて試み、これらと比
較検討 した。

なお、各試験区のヒラタキクィムシ放虫月日及び試験終了月日は次のとおりである。
(温 27湿 75)区  昭 和 49年 5月 22日 ～昭和49年 8月 30日

(温 27湿 70)区  昭 和 50年 5月 13日 ～昭和 50年 9月 20日

〈温 27湿 60)区  昭 和 51年 5月 8日～昭和 52年 1月 12日
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(温 25湿 70)区  昭 和 50年 5月 13日 ～昭和 50年 9月 18日

(温 25湿 60)区  昭 和 52年 5月 16日 ～昭和53年 2月 22日

対照区 昭 和49年 5月 20日 ～昭和 50年 6月 25日

表- 2  試 験 区 の 種 類

B直径 18御文25御    ガ ラス製    障 子紙蓋

2.6 天 敵類の寄生した被害材による飼育

2.6.ユ  試 験区の設定及び調査方法

ァ;岳各i各 t]と 密否腎歩雪塁塁忌盆看号】?秩 挙猟警夫撃菖増車fぼ橿讐を准 言:をふ墨≧遅輯各私

る。そこで、これらの天敵がどれくらいの割合で寄生し、また増えていくのかを次の方法で調査した。

高山市にあるK社 の家具用ヨナラ材 (幅 12御、厚さ5御 )及び美濃市の民家のカシ材 (幅 7御、厚

さ5卸 )に ヒラタキクイムシが自然発生していたので、これらの被害材をそれぞれ長さ25御1謹蜂なし、

5本ずつ別々の飼育槽は 23がく40御×30御、プラステック製 )に 入れて飼育を行ない、この被害

材から発生するヒラタキクイムシ第 1世代成虫及び天敵類の発生数を調
べた。

また、発生したヒラタキクイムシや天敵類は、この被害材で再び飼育を行ない、第2世代の発生状

況についても調査した。

2.6。 2 試 験調査スケジユ
ール

試験期間 昭 和 50年 ～ 51年

被害材の飼育槽投入 昭 和50年 2月 24日

第 1世代ヒラタキクイムシ及び天敵の発生状況調査 昭 和 50年 9月 3日
～ 4日

第 2世代ヒラタキクイムシ及び天敵の発生状況調査 昭 和 51年 9月 21日
～ 22日

2.7 天 敵シロオピカッコウムシとの混合飼育

2.7.ユ  試 験区の設定及び調査方法

天敵のシロオビカッコウムシの捕食によってヒラタキクイムシの発生が、どのような影響をうける

かを調べるために、次の実験を行なった。

3槽の飼育糟① (直径 15御、高さ18御、ガラス製 )のそれぞれに供試材(5て扮〈15初
×1御、ヨナ

ラ材、呈色反応+、 含水率 10～ 15%)15本 ずつを入れ、このうち2槽 にはヒラタキクイ
ムシのオ

ス、メス各 20匹 とシロオビカッヨウムシ3匹 をそれぞれ放虫し、他の 1槽にはヒラタキクイ
ムシだ

けを入れた3試験区を設定し、それぞれ飼育した。調査は捕食されるとラタキクイ
ムシ及びその後発

生する第 2世代の成虫数を調べた。

2,7.2 試 験調査スケジユ
ール

試験期間 昭 和 51年 ～ 52年

飼育槽にヒラタキクイムシ及びシロオビカッコウムシ放虫 昭 和 51年 6月 15日

捕食されたヒラタキクイムシ成虫数調査 7月 2日

第 2世代成虫発生数調査 昭 和 52年 7月 14日          、

"|湿度(劇 供試材 供試材の大きさ 供試本数 飼育槽 飼育槽数 試験年度 試験区略

75 ラワン 56確×30o″メ(26″ 30本 A 1 槽 昭和 49左手 (温 27湿 75)区

ヨナラ 5× 郷  X l 60ラ体 B 3 槽 廟雪示日50年 (温 27湿 70)区

ヨナラ 5× 郷  × 1 46本 B 2 稽 昭和51年 (温2 7湿 側 )区

コナラ 5× 郷 X l 40本 B 2 槽 昭和50年 (温 25湿 70)区

ヨナラ 5× 郷  × 1 60本 B 3 槽 田ヨ禾l152年 (温 25湿 60)区

自 然 条 件 ラワン 5  メ(30 × 2 3 0 本 A 1 槽 昭和49年 照 区

飼 A23て 沼×40初 ×30御 プラスチック製 障 子紙蓋
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●

5 結 果 と 考 察

5.I デ ンプン含有量及び含水率の異なる供試材による飼育

各試験区のヒラタキクイムシの発生状況を示したのが表
-3で ある。

これは、ヒラタキクイムシが発生しはじめた4月から8月まで毎月 1回供試材にあらわれた脱出跡

子しを調査して発生数とし、雌雄割合は死亡した成虫をllk次調
べたものである。

第 2世代の成虫は 1年経過後の昭和 50年 4月から羽化しはじめ7月 までの約 4か月間続いた。そ

して、この間に発生がみられたのは(辺多10)区 、 (辺多8)区 、 (辺少10)区、 (辺少 8)区 の
4

試験区のみで、あとの試験区からは全く発生しなかった。このうち(辺多10)区 が
269匹と最も多く、

ついで(辺多8)区 が 127匹、 (辺少 10)区 と(辺少 8)区 はこれよりさらに少なくなって 66匹 と

53匹 であった。

こうしてみると、ヒラタキクイムシが発生したのはいずれもデンプンの含まれた辺材部 (心材部に

はデンプンが含まれていない )で含水率が 15%以 下の試験区からである。しかも、デンプンが多く

含まれた試験区からは多数発生しているので、 ヒラタキクイ
ムシの飼育にはデンプン含有量の多いこ

と
察暑とうケ言うテ曾窃伝東霊笛審岳翼拓Lt警祭うら9督暑菟岳督易歓星:撞監撃電i『境祇外(8
～ 12%)と 報告しているが、この結果とほぼ

一致している。

一方、時期別発生数はいずれも5月から6月にかけてが最も多く、各区とも同じ傾向を示している

が、ただデンプン含有量の多い(辺多 10)区 と(辺多 8)区 では発生時期が早く4月から発生しはじ

めている。これは、この供試材内の餌 (デンプン)が豊富であることが生育を早やめたためと考えら

れる。

なお、ltt雄割合はいずれの試験区とも雌が多く発生しているが、これはヒラタキクイ
ムシも他の昆

虫類と同じように雌の絶対発生量が多いものと思われる。

次に第 3世代成虫は昭和51年 4月から8月までの5か月間にわたって発生したが、各区とも第
2

世代にくらべ著しく発生量が少なくなり、 (辺多 10)区 が 105匹、(辺多 8)区 が 63匹 、(辺少
10)

区が 18匹 、 (辺少 8)区 が 26匹 と第 2世代の約半分であった。

この原因は、各区とも第 2世代のメスが試験開始時に供試した20匹 より著しく多いことから産卵

数が少なかったとは考えられないので、これは供試材に含まれていたデンプン含有量が第 2世代幼

虫の摂食によって減少したためと思われる。このため第3世代の孵化幼虫す
べてが生育できず、しか

も栄養条件が悪いため摂食期間が長くなり、発生期が8月にまで及んだものと推測される。

これが第 4世代になるとさらに少なくなり(辺多 10)区が 24匹、 (辺多 8)区が 16匹、(辺少
8)

区が 5匹で、 (辺少10)区 に至ってはわずか2匹 であった。この発生数の激減はとくに第 3世代
にも

わたる幼虫の摂食によって供試材にはほとんどデンプンが残っていなかったものと思われる。

このように、同じ供試材で2世代、 3世代と回数を重ねていくと、発生数が極端に少なくな
ってい

くので、ヒラタキクイムシの飼育は当然のことではあるが 1世代ごとに新しい供試材で行なう
ことが

大切である。

5.2 樹 種の異なる供試材による飼育

樹種別に発生したヒラタキクイムシの発生状況は表
-4に 示すとおりである。

これは放虫後約 1年経過後の4月から8月にかけて発生したヒラタキクイ
ムシの発生数を毎月供試

材の脱出跡孔で調べ、樹種別にあらわしたものである。

ヒラタキクイムシの発生はラワン、コナラ、クリ材いずれの樹種からもみられたが、発生数
はコナ

ラ材が3飼育槽あわせて313匹と最も多く、ついでラワン材が 204匹、クリ材が
187匹であった。ま

た、これを飼育槽別にみるとコナラ材の発生はやはりどの飼育槽でもラフ
ン材やクリ材を上廻ってい

0
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た。

時期別発生数はいずれの樹種とも5～ 6月が最 も多く

認められなかった。ただ、4月 の発生数がラヮン材の 1

で羽化時期がやや早い傾向がみられた。

、樹種間における発生時期の差異はほとんど
匹、クリ材の4匹にくらベコナラ材は 16匹

麦-4 ヒ ラタキクィムシの樹種別発生数

供 試 材 師
槽
路

供試材

本 数

成 虫 発 生 数
合 計～4月 ～5月 ～6月 ～7月 ～8月

フ ワ  ン  材

1 5 1

2 5 0 1

5 0 1

計 1 204

ヨ ナ ラ 材

1 5 6
1

5 2 2 79

8 5 1 126

計

ク  リ   材

1
1 1

2 5 1 18 0

3 5
2 84

計 4 ，
‘

以上のことから、ヒラタキクィムシを飼育するには飼育条件を満たしたラヮン材、ヨナラ材、クリ
材を餌本として用いれば比較的容易にできることがわかったが、とくにコナラ材はラワン、クリ材に
くらべ発生数が多かったので大量飼育の場合はこの材がより適しているものと思われる。
5.5 樹 齢の異なる供試材による飼育

樹齢別のコナラ、クリ材に発生したヒラタキクィムシは表-5に 示すとおりである。

表-5 ヒ ラタキクィムシの樹齢別発生数

供 試  材 飼育槽
N、
本数
rラ本〔ゝ

時 期 別 成 虫 発 生 数
合 計～4月 ～5月 ～6月 ～7月 ～8月

コ  ナ   ラ

樹齢 郷～ 3 0年生

1 12

48

5 42 122

計 15 14 318

ヨ  ナ   ラ

樹齢 7 0～8 0 年生

1 0 0 0 0

5 0 0 0 0

0 0 0

計 0 0

ク リ

樹齢 211～311年生

1 8 3 2

2 5 7 117

3 7

1 2 6

6

計
264

ク

樹齢 70～ 80年生

1 0 0

5 0 0 0 0

0 0 0

計 0
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これはヒラタキクイムンの発生数を毎月供試材の脱出跡子しで調
べ、コナラ、クリ材別にあらわした

ものである。

成虫発生数は3槽の飼育槽あわせて 2tl～30年生の
コナラ材が 318匹、同クリ材が 264匹であるの

0

に対し、70～ 80年生のコナラ、クリ材はいずれも皆無
であった。

したがって、各供試材はデンプン呈色反応、含水率がほぼ同
じであるので、ヒラタキクイムシの飼

育は樹齢が高い場合には、コナラ、クリ材
いずれによっても難かしいものと考えられる。

発生時期は試験項目21、 2.2と同じように 5～
6月 をピークに4月から8月まで続いたが、この

実験においては4月の発生数がやや多い傾向
がみられた。

これは、この飼育槽がポリ樹脂の蓋で密封されているため(試験項
目2.1、 2.2は障子紙 )飼育槽

内の温 ・湿度が試験項目2,1、 22と 異なっ
たことなども起因しているのではないかと思われる。

また、樹種別発生数はクリ材が 264匹に対し
ヨナラ材は318匹で、試験項目2.2と同じように

コナ

ラ材での発生が多かった。

このことから、ヒラタキクイムシにはやはリクリ材よリ
ヨナラ材が餌本としては適しているものと

考えられる。

5.4 供 試材と被害材を
一緒に入れた飼育

被害材及び供試材に発生したヒラタキクイ
ムシを示したのが表

-6で ある。

表-6 ヒ ラタキクイムシの供試材及び被害材別発
生数

飼

育

稽
Ｎ。

被害材から発生した

第 1 世 代成虫数

第 2世代ヒラタキ

クィムシ発生数

第 2世代ヒラタキク

ィムシ材別発生数

オ ス メ ス 計 オ ス メ ス 計 被害材 供試材

1 189 143

86 47

3
43 98 0

計
，ｂ 534 202 393 252 141

まず、被害材から発生したヒラタキクイ
ムシ第 1世代成虫は3槽の飼育槽あわせて534匹で、

この

うちメスが 277匹であった。そして、このメ
スが産卵したわけであるが、前述した飼育での 1雌

の平

均産卵数はいずれも10卵 以上であることから、少
なくてもこの飼育では2770匹以上の第2世代成虫

が発生するものと考えられた。ところが実際に発生し
たのはわずか393匹で第 1世代成虫より141匹

も少なかった。しかし、これを飼育稽別にみるとml及
びNo3はそれぞれ 189匹から143匹、 206匹

から98匹 へと少なくなっているが、No2では
139匹から1受匹へと逆に増えており、各飼育稽かな

らずしも減っているわけではなかった。

そこで、この第 2世代成虫の発生数を供試材及び被害材別
に調べてみると、飼育糟Nol、No3は 被

害材が、No2で は供試材からの発生が多く飼育槽
によって異なっていたが、3稽の飼育槽をあわせる

と被害材の 252匹に対し供試材は141匹で、餌木とし
て与えた供試材より被害材での発生が多かっナ島

このことから、被害材と新しい餌木を入れて飼育を行なうと、被害
材から発生した第 1世代成虫は

新しい餌木にはあまり産卵せず、第 1世代成虫の親虫
が産卵に最も適した材として選んだ校害材に好

んで産卵することがわかった。

しかし、この被害材はすでに第 1世代幼虫の加害によっ
て食餌源のデンプンが少なくなっており、

このため孵化した第 2世代幼虫の大部分は生育途中
で餌不足となって死亡し、第 1世代にくら

べ発生

0
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数が少なくなったものと思われる。

したがって、ヒラタキクィムシの飼育は餌木の入った飼育槽へ成虫だけを入れて産卵させることが
とくに重要である。

5.5 温 度 ・湿度の異なる条件下における飼育

各試験区別のヒラタキクィムンの発生経過は表 -7に 示すとおりである。

これは各試験区によって使用した飼育槽数が同じでないので 1槽当 り(メ ス 20匹 当り)に換算し
た数値である。

表-7 ヒ ラタキクィムシの試験区別発生経過
( 1槽当り

これより、対照区は放虫後 330日 (12カ羽 )経 過後から新成虫が発生してぃるのに対し、温、湿度
調整区は5試験区のうち (温 27湿 60)が 180日 (6か 月 )、 (温 25湿 60)区 が 210日 (7か 月 )
後からと対照区より約 180～ 1詢 日も早く発生し、ヒラタキクィムシの生育には温、湿度が大きな影
響を及ぼすことがわかった。とくに、(温 27湿 側 )区と(温 25湿 60)区 では、温度 27cの 前者
が 25cの 後者より温度 2cの 差によって約 30日 も早く発生し、この湿度条件での温度の差異は発
生時期に極めて大きな影響を及ぼすものと考えられる。

自然状態でのヒラタキクイムシは温度が30c以 上の高温下でも生息していることを考えると、温
度 27C(湿 度 60%)以 上の環境下での飼育を行なえば、さらに生育期間が短縮されることも予想
される。
一方、他の (温 27湿 75)区 、 (温 27湿 70)区 、 (温 あ湿 70)区 はいずれも2～ 3か月後にな
ると供試材全面にカビが生じるなど、恒温恒湿槽内が過湿状態となり、ヒラタキクィムシの幼虫はす
べて死亡してしまった。

ヒラタキクィムシの人工飼育の温、湿度について、森佑最も条件の良いのは温度 27c± lc、 湿
度 70佐 L5%(RH)で 、この条件ならば 1世代が 3か月以内に短縮できると報告している。しかし、
この場合この温、湿度条件の空気が循環する換気が重要で、そのためにはこうした条件に調整できる
広ぃ恒温恒湿室が必要だと指適している。このため、湿度 70r.h以上の条件での飼育は、この実験で
使用 した大きさ(内径 70卸×80効×80効)の 恒温恒湿稽では難かしいものと思われる。
また、対照区、 (温 27湿 側 )区、 (温 25湿 60)区 いずれも新成虫発生後約 2か月間が発生最盛
期で、これらの試験区間にはほとんど差異は認められないが、発生数は(温 25湿 60)区 が 308匹で
(温 解湿 60)区 の 251匹、対照区の269匹より多かった。
これは、自然環境下での発生数より(温 25湿 60)区 が多く、(温 牙湿 60)区 が少ないことから、
ヒラタキクィムシの生育には温度 25C(湿 度 60r.h)が適しており、これより2℃高い27cで は
生育期間は短縮される反面、死亡率が若千高まるとも考えられる。
しかし、この点についてはさらに検討する必要がある。

5.6 天 敵類の寄生した被害材による飼育

試 験  区
発 生 経 過

計～6旺 1 ～1 5 C
日

～1 8 1
日

～21C
日判日

７‐

Ｅ
”
～30(
日
弔 30
日

へ38
[
弔 9t
日

(温 27湿 75)区 0
0

( 温2 7 湿7 0 ) 区 0 0
0

( 温2 7 湿6 0 ) 区 0 0 6

( 温2 5 湿7 0 ) 区 0
0

( 温2 5 湿働 ) 区 0 0 0 7 308

対  照  区 0 0 0 0 0 269
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場  所
飼育槽

I N O

第 1 世 代 発 生 数 第 2 世 代 発 生 数

ヒラタキクイムシ

|

天  敵  類
ヒラタキクイムこ

天  敵  類

コマル チヾ
シロオビ
カッョウムシ

コマル チヾ
シ ロ

コウムせ

美 濃 市

1 18 3 ( 1 ) 52 (28) 5

6 21(16) 0

計 454 2 4 ( 5 ) 3(0.6) 245 73 (23) 5(15)

高 山 市

1 558 48

322 6  (2) 43 (18) 5  (2)

計 880 456 161 (26) 21  (9)

計 1,334 96(7) 20 (1) 234 (33)

コマユバチ発

被害材から発生したヒラタキクイムシ及び天敵類を示したのが表
-8に 示すとおりである。

表- 8  天 敵 類 の 発 生 状 況

注 ()は 寄生率 コマユバチの発生率= ヒ ラタ=移イム場 生数十コマユバ霧 生数

シロオビカッコウムシ発生数
シロオビカソコウム場 生率= ヒ ラタどレイムシ発生数十コマコ プヾ発生数

まず、この被害材から発生した天敵類はコマユバチ科のMmolexis atis MIXON(以 下コマユバ

チ)とシロオビカッコウムシの2種類であったが、発生数は第 1、第 2世代あわせてコマユバチが330

匹で、シロオビカッコウムシの46匹 にくらべ著しく多かった。しかし、シロオビカッヨウムシはヨ

マユバチのように、ヒラタキクイムシ幼虫の体内に寄生するのではなく、ヒラタキクイムシの幼虫を

餌として生育しているので、シロオビカッヨウムンの成虫発生数が少なくてもヒラタキクイムシの幼

虫をかなり捕食することができるものと思われる。

次に、ヒラタキクイムシ第 1、第 2世代における天敵類の発生状況をみると、第 1世代は美濃市と

高山市の被害材をあわせたヒラタキクイムシの発生数が 1334匹に対し、天敵類はコマユバチが 96匹、

シロオビカッコウムシが 20匹 で、この発生率はそれぞれ7%、 1%と なり、発生率としては比較的

低かった。

これが第 2世代になると供試材が第 1世代幼虫の摂食によってデンプン含有量が少なくなっている

ため、ヒラタキクイムシは701匹と第 1世代より減っているが、天敵類はコマユバチが発生率 33%

にあたる234匹、シロオビカッコウムシが発生率 3%に あたる26匹 と増え、とくにコマユバチの増

加が頭著であった。

このように、ヒラタキクイムシに対する天敵類、とくにコマユバチの寄生は第 1世代の発生率は低

くても第 2世代になると急激に増加して高い発生率となるので、飼育を術なう場合は天敵類を除外す

ることが必要である。

5.7 天 敵シロオピカッコウムシとの混合飼育

捕食されたヒラタキクイムシ及び第 2世代発生数を示したのが表
-9で ある。

まず、シロオビカッコウムシに捕食されたヒラタキクイムシは飼育槽Nolが 8匹 (オス3匹、メス

5匹 )、Nジ が 9匹 (オ ス5匹、メス4匹 )で あるが、シロオビカッヨウムシはそれぞれの飼育槽に

各3匹ずつ放虫されているので、 1匹 当りの捕食数は約 3匹 となった。そして、この飼育槽での第 2

世代発生数はN01が 22匹 、No2が 27匹 であった。

これに対しヒラタキクイムシだけを入れた飼育槽の第2世代発生数は74匹 であることから、仮に

この3槽の飼育槽の発生数を同じとすれば、ヒラタキクイムシとシロオビカッコウ
ムシを一緒に入れ

た飼育槽は3匹のシロオビカソコウムシの捕食によって、第 2世代成虫の発生がNolでは70%、No2
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では 63%少 なくなったことになる。
このように シ ロォビヵッコゥムシによるヒラタキクィムシの捕食数はたとぇゎずかでも、その後の発生数が著 しく少なくなるので、 ヒラタキクィムシの飼育に際しては、シロォビヵッコゥムシの発生にはとくに注意が必要である。

表-9 シ ロォごカッョゥムシとの混合飼育におけるヒラタキクィムシ発生数

試  験   区
飼育槽

rも

捕食されたヒラタキクィムシ

計

第 2世代 ヒラタキ

クイムシ発牛数

シロオビカッコゥムシ

混 合 飼 育 糟

1 3 5 8 22 (70)※

2
9 27 (63)

計

に フ タ 千 ク イ ム シ

単 飼
1

注 (洵 搬 発生抑制率 =学

なお、シロォビヵッコゥムシの第 2世代成虫は 2槽の飼育槽とも発生しなかったが、これは放虫数が少なかったことによってたまたまォスばかりであったためなのか、あるいは他の原因によるのかはわからなかった。

ロ ヒ ラタキ クィム シ薬剤防除試験

I 試 験 方 法

1.ユ  バ ジメント、サンプレザー、ティンポア剤による被害防止効果
ユ. ユ. ユ供 試 材

供試材はラワン材の辺材部を5伽×30御 ×2初の大きさに製材し、これを25cの 温度で含水率12%に なるまで熱風循環式恒温乾燥器で乾燥し、ルゴール液を塗布して呈色反応の著しく現われたものを用いた。

1.ユ 。2 供 試薬剤及び葵剤処理方法
供試薬剤、供試本数、薬斉」処理方法は表-loに 示すとおりである。また、業斉J処理は昭和49年   q5月 7日にイ子なった。

表-lo 供 試薬剤おょび処理方法

供 試 薬 斉」 有 効 成 分 供試本数 処 理 方 法
バ ジメン ト乳斉」 デ ィル ド リン 2o倍 液を刷毛にて2回塗布

20倍 液を用」毛にて 2回塗布

原液を刷毛にて 1回塗布

サンプレザー乳斉」
ク ロ ー ル デ ン
T ・ B ・ T ・ 0

サンプレザー油剤 グ L j ―ル デ ン
T ・ B ・ T ・ 0

テ ィ ン ボ ァ 剤 硼 砂 ・ 醐 酸 拡 散 処 理

無 処 理 107

注

輩整戦ぽ答螢暫町をか沓蓄【8咎笛最窪&柔rン
ボア剤30%溶液に25分間
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0

1 . ユ. 5 試 験 方 法

薬剤処理した供試材をヒラタキクイムシに産卵させるため、ヒラタキクイ
ムシの幼虫がすでに自然

生息している(柱、床板などから木粉がでている)林業センタ
ー内の物理実験室、目立実験室、昆虫

飼育室に表
-13に 示す数量を被害発生個所に沿って横積みにし、そのまま放置した。そして 1年経

過後の昭和 50年 6月 、2年経過後の昭和 51年 6月に供試材の脱出孔数を測定し成虫の発生数とし

た。しかし、この試験方法では発生したヒラタキクイムシの成虫が他
べ移動して供試材に産卵しない

こともありうるので、別に昆虫飼育槽 (23卸 ×40御X30卸 )にそれぞれ薬剤処理した供試材を入れ、

この中にヒラタキクイムシ成虫 20匹 (オス、メス各 10匹 )を放虫して産卵させる実験方法様式扶

これらの結果から総合的に薬剤の効果を検討した。

1,2 サ ンブレザー、リクタス剤による被害駆除効果

1 . 2 . ユ供 試 材

供試材は材面に木粉が5か所以上排出し、ヒラタキクイムシの幼虫が多数生息していると思われる

ラワン材 (6御 X30御 X3御 )を使用した。

1.2.2 供 試薬剤及び薬剤処理方法

供試薬斉」、供試本数、薬剤処理方法は表
-11に 示すとおりである。また、薬剤処理は昭和 50年

5月 12日 に行なった。

サンプレザースプレー

サ ンプ レザ ー油 剤 原液を刷毛にて 1回塗布

リ ク タ ス ブ ル 供試材の表面に薬を噴霧

ユ. 2 . 5 試験 方 法

薬剤処理後、供試材の材面に排出される木粉数を調べた。また、 1週 間後には供試材内のヒラタキ

クイムシの生息状況を調査し、薬剤の効果を判定した。

1.5 ス ミチオン、サンサイド、パ
ーメスリン、 ト リデン剤による被害駆除効果

1 . 5 . ユ供 試 材

試験2と同じように、材面に木粉が5か所以上排出しているコナラ材 (5卸 × 10卸 × 1初 )を使

用した。

1.5,2 供 試薬剤及び葵剤処理方法

供試薬剤、供試本数、薬剤処理方法は表
-12に 示すとおりである。また、薬剤処理は昭和 53年 5

月 10日 に術なった。

供 試 薬 剤 処 理

ス ミ チ オ 500倍 液を刷毛にて 1回

サ ンサ イ ド字L 剤 500倍 液を刷毛にて 1回

パ ー メ ス リン乳 剤 20倍 液を刷毛にて1

ト リ デ ン 剤 供試材の表面↓

I . 3 . 5 試験 方 法

薬斉J処理後、 5日経過した 5月 15日 と10日 経過した5月 20日 に、供試材内の
ヒラタキクイム

シの幼虫、蛹、成虫数及びこれらの死亡状況を調査した。

処

0

処

表-11 供 試薬剤および処理方法

クロールデン

クロールデン

表-12 供 試業剤および処理方法

ピ レ ト リ ン

ク ロ ー ル デ ン

- 3 1 -



なお、調査本数は各処理区とも4本づつ行なった。
1.4 バ ジメント、サンプレザー、ティンポア剤による被害防止効果
1 . 4 . ユ供 試 材

供試材は薬剤処理 10日 後、 1年 経過後、2年経過後のラワン材 (5卸 × 9伽 ×2卸 )を使用し名
ユ.4,2 供 試薬剤及び薬剤処理方法

供試薬剤は試験 1で使用した薬剤と同じバジメント乳剤 (主成分、ディルドリン)、サンプレザー

油剤 (ク ロールデン十 T・ B・ T・ o)、 サンプレザー乳剤 (ク ロールデン十T・ B・ T,o)、 テ
インボア剤の4種類である。これらの薬剤処理はバジメント乳剤、サンプレザー乳剤は20倍 液を用」
毛にて 2回、サンプレザー油剤は原液を1回塗布し、テインボア剤は含水率 70%以 上の供試材を3o
%溶 液に25分 間浸漬 した後、ビニールシートで覆って 10日 間放置し薬剤を材内に浸透させた。
なお、薬剤処理月日は昭和 49年 6月 21日 、昭和 50年 5月 7日 、昭和 51年 5月 8日 (ティン
ボア剤は処理せず )で、試験は昭和 51年 5月 19日 に行なった。
1 . 4 . 5 試験 方 法

直径 12初 のシャーレにろ紙をひき、美剤処理 10日 後、 1年 経過後、 2年経過後の供試材を入仏
この中に羽化直後のヒラタキクィムシ成虫 20匹 を放虫し、その後の死亡状況を調査した。

2 結 果 と 考 察

2.I バ ジメント、サンプレザー、テインボア剤による被害防止効果

薬剤処理 1年経過後におけるとラタキクィムシ成虫の発生数及び無処理区に対する発生割合を示し
たのが表-13、 図-2で ある。

表- 1 3  処 理 区別成虫発生数
1年経過後

注 ()は 供試材 1本当りの発生数

無処理区は供試材 1本当 り物理実験室 5,6匹、目立実験室 1.1匹、昆虫飼育室 0,8匹、平均 25匹
が発生したが、薬剤処理区はバジメント乳剤 0.5匹 (物理実験室、目立実験室、昆虫飼育室の供試材
1本当たりの平均発生数。以下同じ)、サンプレザー字L剤0,3匹、サンプレザー油剤 02匹 、テイン
ボア剤 0匹であった。これを無処理区に対する割合でみるとバジメント乳剤 20、 サンプレザー乳斉J
ll、 サンプレザー油剤 8、テインボア剤 0と著しく低かった。(図 -1)

一方、昆虫飼育槽は無処理区 8.4匹の発生に対し薬剤処理区はバジメント乳剤 01匹 (発生割合1)、
サンプレザー字L剤0.1匹 (発生割合 1)、 サンプレザー油剤02匹 く発生割合 2)、 ティンボア剤0

試 験 区

物理実験室 目立実験室 昆虫飼育室 計 昆虫飼育槽

材
数
試供
本

成 虫
発生数 謝数

供
本

虫
数生

成
発

供試材
本 数
成 虫
発生数

材
数
試供
本

成 虫
発生数

材
数
試供
本

成 虫
発生数

バジメン ト
乳剤処理区

1 1

( 0 . 7 )
0

8

( 0 6 )

９

５

2

( 0 1 )
サレクルザー

乳剤処理区
5

( 0 3 )
0

1 1

( 0 3 )
15

1

( 0 . 1 )

サン九ゲー

油剤処理区
15

8

( 0 5 )
0

1

( 0 . 1 ) 17
4

( 0 . 2 )

ア
区密煙

テ
剤 0 0

無 処 理 区
169

(56)
3 8

( 1 . 1 )

1 9

( 0 8 )
2 2 6

( 2 . 5 )1 1 7
142

(84)
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匹 (発生割合 0)で 物理実験室、目立実験室、昆虫飼育
室と同じように発生が少なく、これらの薬剤

効果が認められた。とくに、テインボア剤は昆虫飼育槽
内、物理実験室、目立実験室、昆虫飼育室の

供試材全てが発生 0匹で最も効果が頭著であっ
た。 (図-2)

薬斉」処理 2年経過後におけるヒ

ラタキクイムシ成虫発生数は表
―

14で 、その発生割合を示したの

が図-3、 図
-4で ある。

無処理区は供試材 1本当たり物

理実験室 12.5匹、目立実験室 0.5

匹、昆虫飼育室 0匹 、平均 38匹

のヒラタキクイムシが発生したの

に対し、薬剤処理区はパジメント

乳剤 0.1匹 (平均発生数。以下同

o  ,サ レ移羊:括 覇子番塾!掌 狩じ

ボア剤0匹 であった。そして、無

処理区に対する発生割合はパジメ

ント乳斉」2、 サンプレザ
ー学臓」3k

サンプレザー油剤 6、 テインボア

剤0となり、いずれの薬剤とも低

かった。

試 験 区

′
→成を指卜母普寄! -       1
・フ
,'1!′lt]旨
‐~1:::干」
E       l

サ
噸 ■       |

テ ン ホア斉U
処 理 区 |        |

無 処 理 区

図-1 処 理区別成虫発生割合 (1年 経過後 )

試 験 区

~成
 虫 発発 生  剖  含

A             tth            lざo
`紙
ぎじl        l
イ逐翼蟹1:::詢刊 1        1

煙
」
l        l

孔奮置
測
「       1

無 処 理 区

0

一方、昆虫飼育槽においても無     図
-2 処 理区別成虫発生割合

(平墨罷逼榎 )

処理区は供試材 1本当り8.3匹発

生したのに対し、業剤処理区はバジメント孝L斉」0.1匹 (発
生割合 1)、 サンプレザ

ー乳剤 0.3匹 (発

生割合4)、 サンプレザ
ー油剤 0.4匹 (発生割合 5)、 テインボア剤 0匹 (発

生割合 0)と 少なく、

これらの薬剤は2年 を経過してもなお効果が持続して
いるのが確認された。とくに、テインボア剤は

2年経過後においても発生数は0匹で最も効果が認めら
れた。これは、テインボア剤の作用機構が接

触毒作用であるパジメント剤、サンプレザ
ー剤と異なり、食毒作用でしかも薬剤を拡散処理によ

って

材内全般に浸透させるという性質をもった薬剤
であるためと考えられる。

表- 1 4  処 理 別成虫発生数
2年経過後

試験 区

物理実験室 目立実験室 昆虫飼育室
ム 計 昆虫飼育槽

材
数
試供
本

虫
数生

成
発

材
数
試供
本

虫
数生

成
発

供試材
本 数

虫
数生

成
発

材
数
試供
本

成 虫
発生数

材
数
試供
本

成 虫
発生数

バジメント

乳剤処理区

2

( 0 1 )
8

2

( 0 1 )

サンれが 一

浮1章1加弾戻

3 6

( 3 3 )

1

( 0 . 1 )

サレ拐 ゲー

油剤処理区

4

( 0 3 )
8

4

( 0 . 5 )

8

( 0 . 2 )

6

( 0 . 4 )

ア
区夢煙

テ
剤

無処 理 区
1 8 8

(12.5)

９

５

1

( 0 . 0 )

1 9 8

( 3 3 )

1 4 1

( 8 . 3 )

注 ()は 供試材 1本 当りの発生数 - 3 3 -



いずれにせよ、これらの薬斉」は

ヒラタキクィムシに対し予防効果

が 2か 年間は持続することが権認

されたので、ヒラタキクィムシの

被害をうけやすいラワン、コナラ

材などは、前もってこれらの薬剤

を処理 しておけば被害は相当少な

くなるものと思われる。

ただ、テインボア剤は処理に時

間を要するものの薬斉」の中では最

も効果がすぐれているので、ラフ

ン材などを大量に扱う工場などで

は拡散処理設備を完備して製材加

工前に処理 しておけば、被害は一

層軽減 されるものと考えられる。

また、丸太材内部のデンプン含

有率は年月の経過とともに低下す

るので、ヒラタキクィムシの幼虫

が餌として生育不能な量になる期

間と薬剤の有効期間を調査すれば、

制できるものと思われる。

2.2 サ ンプレザー、リクタス剤による殺害駆除効果

試験結果は表-15に 示すとおりである。

注 ()は 材外へ脱出した成虫数

薬剤処理後、 1日経過した時点では無処理区、薬剤処理区とも木粉の排出はみられないが、2日経
過すると無処理区では6匹の成虫が供試材から脱出し、またわずかではあるが木粉がみられはじめ名
し力>し、薬剤処理区では全くみられなかった。

これが 7日経過後になると、無処理区はさらに3匹の成虫が脱出し、木粉の排出も34と 薬剤処理
前より増えているのに対し、薬剤処理区はこの時点でも木粉の排出や成虫の脱出が認められなかった。
このように、業剤処理区は処理後になって本粉の排出がみられなくなったり、また成虫も発生して
いないが、これは薬剤によって処理前に生息していたヒラタキクィムシが死亡したものと考えられる。
そこで、供試材内のヒラタキクィムシの状態を調べたところ、無処理区は生虫数が、成虫、踊、幼
虫あわせて 24匹 で、死亡虫は成虫が2匹で幼虫が 3匹であった。これに対し、薬剤処理区は各処理
区とも成虫、蛹、幼虫いずれもが 10o%の 死亡で、これら供試剤の著しい効果が確認された。

試 験 区

ハ シメ ン ド子い1

処 理 区 1        1

硼
Hウト
,11   [1'し1!“よ
L…'1:::|
テ
施イ釜
ア
ぎ

無処 理 区

図-4 処 理区別成虫発生割合 昆 虫飼育槽
(2年 経過後 )

薬剤の処理回数等が推測でき、ヒラタキクィムシの被害はほぼ抑

試 験 区
n__垣

区と__旦玉__=基 ≧
貫石1壬
1-―遅塾L__重 主二=高

辞|ノ
税管1注挙剛

イご蟹 側

轡
8

テ
処逢晃多剤

無 処 理 区

図-3 処 理区男U成虫発生割合 (2年 経過後 )

麦- 1 5  処 理 区別 殺虫効果

試  験  区

白粉排 出数 試 材 内 の 生 息 状 源
処理前 薬剤処理後 死 亡 虫 敬
朝弓12日 1日後 2日後 7日後 成虫 蛹 幼虫 計 成虫 嘘 幼 虫ンブレ軽ま

スブィ童 0 17
0

ま r 田 15
0
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したがって、ヒラタキクイムシの被害が発生した場合は、被害部位 (本粉が排出している)に これ

らの薬剤を処理すれば、被害は駆除できるが、
一般の家庭に発生した時には処理が簡単 (噴霧するだ

け)なサンプレザ
ースプレーやリクタスブルの使用が適しているものと思われる。

2.5 ス ミチオン、サンサイド、パ
ーメスリン、 ト リデン剤による被害駆除効果

薬剤処理後、 5日及び 10日 経過した供試材内のヒラタキクイ
ムシの死亡状況を調べたのが表

-16

である。

表-16 処 理別供試材内のヒラタキクイムシ死亡状況調査結果
(4本 当 り)

注  ()は 材外へ脱出したもの

この時期はヒラタキクイムシが発生し始める頃なので、材内には幼虫や婦、それに成よ等もすで
に

みられた。

そこでこれらを含めながら、まず無処理区の死亡率からみると5日経過後が 7.2%、 10日 経過後

がこれよりわずかに多い8.2%で 、これをあわせた平均死亡率は7.8%で あった。これに対し薬剤処

理区はいずれも5日及び 10日 経過後とも無処理区の死亡率を大幅に上廻り平均死亡率は
スミチオン

乳剤処理が 81.8%、 サンサイド乳剤処理が 58.0%、
パーメスリン字L剤処理が91.5%、  ト リデン

剤処理が87.4%で 、ともに業剤の効果が認められた。

とくに、パーメスリン乳斉」処理は平均死亡率が91.5%と 最も頭著な効果を示した。

一方、形態別死亡率はどの薬剤処理とも幼虫、婦、成虫間には顕著な差はみられな
いが、ただスミ

チオン乳剤、サンサイド乳剤、それにトリデン剤処理は婦の死亡率が成虫や幼虫よう
やや低いのに対

し、パーメスリン乳剤処理は非常に高く100%の 死亡率であったo
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試 験  区 形 態

5月 1 5日 5月 2 0日
△ 計

総 数 死亡数 死亡率 総 数 死亡数 死亡率 総 数 死亡数 死亡率

スミチオン乳斉J

処  理   区

幼 虫 38匹 29匹 76.3りろ 45匹 40匹 88.99ろ 83匹 6 9匹 83■ %

輛 64`3 8 7 87.5 72.7

成 虫 4 66。7 87.5

計 58 724 63 57 818

サンサイド乳斉」

処  理   区

幼 虫 61.0 77 610

蛹 8 50.0 45。5 47.3

成 虫 4 75.0 50.0 568

計 32 559 65 58.0

パーメス"零し剤

処  理  区

幼 虫 89.8 57 50 87.7 887

蛹 7 100 17 17

成 虫 9 18

計 65 60 923 90.8 915

ト リ デ ン 剤

処  理   区

幼 虫 44 90.9 90.0 76 90.5

婦 5 833 8 72イ 76.5

成 虫 84.6 84.6 84.6

計 880 55 85。9 127 87.4

無 処 理 区

幼 虫 4 82 87 8.3

踊 29 60 49

成 虫 8 1 45(29) 89 53

計 7.2 97 8 8.2 7.8



いずれにしろ、これらの薬剤処理効果も認められたので、前述したサンプレザーやリクタス剤と同
じようにヒラタキクィムシの被害駆除には有効と思われる。
2.4 バ ジメント、サンプレザィ、ティンポア剤の殺虫効果

薬剤処理 10日 経過後の薬剤の効果は図-6に 示すとおりである。
サンプレザー油・乳剤、バジメント乳斉」と

も2時間経過する噴から動きが鈍くなり、 3

時間経過時点でサンプレザー油剤 40%、 同

乳剤 30%、 バジメント乳剤 35%が 死亡し、

6時間経過するとそれぞれ 90%、 70%、 85

%と なり、 12時 間後にはサンプレザー油劇、

24時 間後にはサンプレザー乳剤、バジメン

ト乳剤いずれも100%死 亡した。これに対し

無処理区は24時 間後に 10%が 死亡しただ

けであることから、これら薬剤の著しい効果

が認められた。

次に業斉」処理 1年経過後の効果を示したの

が図-7で ある。

薬斉J処理 10日 後の場合のように効果は速

効的ではないが、1日後の薬剤処理効果はサ

ンプレザー油 。乳剤40%、 バジメント乳剤

80%、 テインボア剤 10%と 無処理区の死
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薬剤処理 2年経過後の効果を示したのが図-8で ある。

1日経過後は無処理区 10%の 死亡率に対し、サンプレザー油剤 15%、 同乳剤 2o%、 バジメン

ト乳剤 10%、 テインボア剤 0%で テインボア剤、パジメント乳剤以外の葉剤の効果は処理 1年後の

場合に比較して低いがやや認められた。 2日後は、サンプレザ
ー油剤 25%、 同字L剤30%、 パジメ

ント乳剤 15%と 増加し、3日後はそれぞれ 55%、 60%、 55%と 無処理区 15%を 大幅に上廻

り、4日後にはサンプレザー乳斉Jとバジメント乳剤が、5日後にサンプレザ
ー油剤が 100%死 亡し

た。これにくらベテインボア剤は3日後 10%、 4日後 2o%と 無処理区より死亡率が低く、 1年 経

過後の結果と同じように効果が認められなかった。

以上の結果から、サンプレザー油 ・乳剤、パジメント乳剤はヒラタキクイムシに対し殺虫効果が 2

年間にわたって持続することが確認されたが、テインボア剤の殺虫効果は認められなかった。しかし、

前述したようにテインボア剤はその作用機構が接触毒作用であるサンプレザ
ー、パジメント剤と異な

り、醐酸系薬剤で食毒作用であることから当然の結果と考えられる。

いずれにせよ、サンプレザー油・字と剤及びバジメント剤の殺虫効果が認めら紡 このこ これらの薬剤

をヒラタキクイムシの被害発生部位や、被害をうけそうな場所 (ラ ヮン、ヨナラ材等を使用したとこ

ろ)に塗布したり、製品にお直 する前に薬剤処理しておけば、被害は著しく少なくなるものと思われ

る。

また、試験 1でこれらの薬剤は2か年間にわたって被害を予防することが確認されているが、この

試験結果からこれは産卵のため飛来したメスが産卵途中で材表に付着しているサンプレザ
ーやバジメ

ント剤に接触して死亡し、産卵数が少なくなることや、孵化した幼虫が材内に浸透している薬剤を食

餌源のデンプンと一緒に摂食して死亡するためと考えられる。

ヒラタキクイムシの防除技術の確立を図るため、昭和49年 から53年 度にかけヒラタキクイムシ

の飼育技術を検討 しながら累代飼育を試み、この飼育で得られた材料を使用して薬剤防除試験を行な

った。

その結果を要約すれば次のとおりである。

1,と ラタキクイムシ飼育技術開発試験

(1)ヒ ラタキクイムシの餌本はデンプン含有量の多い材を含水率 10～ 15%に するのが最も良好で

ある。しかし、デンプン含有量が多くても同じ餌木で第 2、第 3世代へと飼育をくり返すと発生数は

著しく少なくなるので、餌木はその世代毎にとりかえることが必要である。

(21 ラフン、コナラ、クリ材いずれでも飼育が可能であるが、とくにコナラ材は発生数が多いのこ

大量飼育の飼本には適している。

(3)ヒ ラタキクイムシは年数の経た老齢木より20～ 30年の若齢本を好む傾向がみられるので、餌

本としては若齢本を用いるのが望ましい。

(4)と ラタキクイムシの幼虫が生息している校害材と新しい餌木を
一緒に入れると、再び被害材で

繁殖し、その後の発生数は著しく少なくなるので、餌木の入った飼育槽へは成虫だけを入れて産卵さ

せることが重要である。

(5)ヒ ラタキクイムシの生育には温、湿度が大きな影響を及ぼすが、とくに温度 27Cで 湿度が60

r.hの環境下では180日で1世代が完了し、自然状態にくらべ 6か月も短縮された。

(6)ヒ ラタキクイムシの天敵類は寄生蜂のMぃ olexis atis MIxON(コ マユバチ)と捕食虫のシロ

ォビヵッコウムシの 2種類が確認されたが、発生数はコマユバチが圧倒的に多かった。

(7)コ マユバチの寄生率は第 1世代に低くても第 2世代になると急激に増え、高い寄生率となるの
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で、第 1世代に飼育槽から完全に除外することが大切である。

(8)シ ロオビカッコゥムシがヒラタキクィムシの成虫を捕食すると、捕食数がわずかでもその後の
発生数が著しく少なくなるので、シロォビヵッコゥムシの発生にはとくに注意が必要である。
2.ヒ ラタキクイムシ薬剤防除試験

(1)サ ンプレザー油剤、同乳斉」、バジメント乳剤、ティンボア剤は2年間にも及ぶ被害予防効果が
認められた。とくにテインボア剤はその間被害が全く発生せず、供試薬剤中最も頭著な効果を示した。
(2)す でに被害が発生している場合は、被害部位にサンプレザー油剤、リクタス剤、スミチォン乳
斉じ、サンサイド乳斉」、パーメスリン宰し剤、 トリデン剤を塗布したり、噴霧すると薬剤が浸透して材内
に生息している成虫、婦、幼虫が死亡するので被害が駆除できる。

(3)サ ンプレザー油剤、同乳剤、バジメント乳剤は薬剤処理後 2年経過しても殺虫効果が持続し、
これらの薬剤処理材にヒラタキクイムシ成虫が触れると1年経過後で4日目、2年経過後で5日目に
100%在 亡した。
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